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號 天,第 春 四 十 三こ第




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4)雑 鮮 漁籍 式會翻 治・+一轍 並・・現在礪 鰹醐 計 七隻(昭献
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而 して特に前二者に赴ける協同性Ej:､或は同族的常食 とか或は-漁村 といふ



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に、そ の儘 の形 態 で隷 属 ぜ しめ られ て る るのが… 般 で あ る。 この事情 は本 邦
漁 業 経 済 研 究上 特 に注 意 ぜね ば な らぬ 鮎で あ る。今 我 々の考 察 してみ ろ焼 津
鰹 漁業 に於 ては 、この協 同制 が特 に強 く浮 彫 りせ られ・て る るの で あ る。6)融翌募集量鎌灘纏離器荏舌痛緩繍 騨騨締難勇躍






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































至 りて、同族 關 係 老 中 の主 た る もの 、若 くは他 の漁 業 を管 む べ き手 段 に咲 け
た る もの は、荷 ほ縫縮:して柔 組 み該 船幽を利 用 す るや うにな っ てみ る。
次 項 所 述 の分 配 方 法 も大 小 漁期 に於 て多少.趣を異 にす る。併 し、本 稿 は この
大 漁 期 に 聞 す る限 りに於 て叙 述 を進 め て行 く.こと エす る、蓋 しこれ に 於 て嶢
灘 堅漁業組 織 の特 異 性が最 も顕 著 に現h・、ヌ焼 津 地 方 の 漁業 経 済 一般 に於 け
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藩永 四高年 二月附の 鰹釣漁船持 二十七名 の双_室二規約帥ち晩方規 定取柘乏事
組度 申出候共其船主方 -テ次 シテ 取敢 中間敷候尤 モ 三ケ打 / 内誰船 二限 ラ
ス乗組 ノモ/少人数 -テ漁業董支候節ノ､船主 共相野 /｣二漁事家業差支雅之
禁 琵訴 悪露毘 鮮 詣 鼎 ヲ駅 路 露謂 高誼 慧娼 還姦 謂
7)

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8)岡 役代制 を以 て、近時肚會政策立法 に成 れ る勢働者保険 と類 似せ しめる者 も
あ るが、 本 質的差異 の存 す ることに注意せねばな らぬ。(村上隆吉氏 「水 産
業 」一E本 評論 肚現代産業叢書、 一・八四頁参照)尚 ほその本来的な意義 と1曉
津鰹 漁業組織 に聞 して;育ち 來 つた 経済的役割 の 歴更 的探究は追っ て試 み る
こ とエする。












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































級船 では六人分 六千圓 を超 ゆ る五 百圓毎 に一人分暦 しとか、最近 では四萬圓
船 に謝 しては三+人 分 四萬 圓 を超 ゆる千 圓毎 に(⊃・八 人分増'しとか》'ふ大艦
の基準 を立 てて み る。(會 肚所麗船)一静 岡縣 水拭、"静 岡縣 漁村 調査報告"
大正十二年駿遽之部ご一一頁。
・・) 詳細 は同組合漁船利用料算定方法 を:組替蛮行 パン フレッ ト参 照。(尚 ほ莫大















































































































































































































































































































































































































































13)此の鮎 即ち漁村 計會 の構成状態に就 いては 街 ぼ 詳述すべ き機會 があるであ















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































子 労 働 に 漁 家 牧 入 を 俟 つ 漁 業 祉 會 、例 へ.ば 三 重 縣 志 摩 藻 介 潜 取 業 漁 村 に 於 て
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に於 て}ま二十七隻(現 實の操業隻数は二二十五隻)の鱈蝋 とこれに慮 じた
五 の船仲團膿 の存続 とが 焼 津に嚴然 と 樹 立せ られ た 鰹 漁業制度 であっ
漁場西嶺 の損大 とその有利性 とは漁船 の大 型化 を益 々促進 し、百噸 二百
の大型鰹艇が練 出 し、比較的 に小型 な船に代 りつ エあ るb






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































雇傭 については給料制 と分盆制 との二方式が 見、られ るが、特 に船仲組織 との
關聯 に於 て蓮ぶべ きは、最 初は船生 との共同経灘 か ら樹 立 して船仲團骸 の自「
己 の計算に於 て此等補 充勢働者 を雇入れ た(特 に船元 が雇入れの 衝に 常 つ
た)が 、最 近で は船主船仲の共同貢携 と して…:般出漁費の中に此給料 を含 ま
しめる。更 に近 時は給料制に よる漁業 縄費増 大の翼憺 を軽減す るために一般






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































船主 と船仲 との間 の資 金増殖可 能速度 の 相異並びに船 仲員相互間の資金増')
殖可能速度 の相異は この共同漁業組織 につ きて研究 すべ き一題 目で ある。殊
に乗 組員間 の協 同に成 る信用組合 の蟹達 を 圖 らむ とす る政策的論究 に於 て
この貼の研究 と、又資 金蓄積 と勢働 力増加 との均衡 を得 せ しめ る問題 の研究
とは必要であ る。焼津信購利用組合 の現状は、その諸利益 と意義 とを有 す る































































































































































































































































































































































































































































資金 の運用難 と一纏船 に
題 として論 ずべ きであ る
5)鰹 漁業全髄 の螢達 、焼津
夫積 立貯金事業 の漸徐的
を果 してみ るが、必 ず し





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































得 るが、出資機関 としての個人 出資者の資本 集積 の低度 と、斯 か る船元 の下
に立 つ漁夫の質的劣悪 とは、此種組織の鰹 漁業 を して會社及 び組合關係 の鰹
漁船 との競争に対抗 して存続 を完 うし難 か らしめてみ る檬 であ る。
1)街 この組織 と他 の類似の組織 例へば 勢働者 の 企業参加制 や企業共 同管理 及
び利益分配 の諸標式 との比較対照 を試 み、本 質的な相異 を明かにす るが如 き
は、一般 に本邦 漁業組織 の研究 を絡へ た上 で試み よ:うと考 へてるる。
